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河川流エネルギ一 回収コンテスト

1 . プロジェクト実施の背景

改善対象とした授業科目は ， 工学部機械システム工

学科（3年後期）の「プロジェクト実習第二Jである

この講義（演習） では， 3人程度がlチームとなり ，

ガントチャートなどのチーム作業・プロジェク卜管理

ツ ーノレを学びながら， 実践的なものづくりを行うこと

が特徴となっている ．

申請代表者はこれまでに当該講義（実習） 科目にて

「パスタブ
P

搬送車J という課題を数年にわたりマネジ

メン卜してきた ． 水槽の水をこぼすことなく ， し、かに

早く往復移動するマシンを作れるか？という課題で・あ

り， 慣性のコントロールをモータ制御プログラムや機

構にて工夫するとしづ課題で＝あった 言い換えれば ，

機械システム工学科で学ぶメカトロニクス技術をつか

って， 座学の知識を実際に体験する課題で、あった ． 残

念なことに， 本課題をクリアすることによって実社会

のどのようなところに役に立つのか？というリンクが

乏しいことや ， 学生にとっては課題を完成させること

がゴーノレとなり， 作業のプロジェクト管理が甘くなる

という弱点があった． さらには， 見本として試作・紹

介した作品について ， その機構・電気回路の基礎を復

習しようとせず， そのまま形態などをコピーしようと

する学生（チーム） が現れ， 創造を促す本来の目的か

ら遠くはなれる現状も散見されるようになった ．

以上の問題は， 申請代表者の創意工夫にて改善でき

るところが多く， 今回， 全面的に課題・運営方法を改

め， 新プロジェクトを立案・運用するに至った

2. プロジェクト実施の目的

新たに設定した課題は「一級河川｜・白川｜での河川｜流

エネノレギ一回収 （発電） コンテストJである． 去年度

までの反省を踏まえ， あえて見本としての試作品を紹

介することもなく， 区11に示す概要図のみを示し， す

べてを学生の発想にゆだねることとした ．

学生の設計・製作過程において，
「自然に学んだもの

づくりJを展開するNPO法人アスクネイチャー・ジ

ャパン， 河川・潮流エネノレギ一回収にともなう「各種

レギュレーション（利権調整・利用手続き等）J， 経験

に基づいた 「バイオミミクリ製品J の開発および 「自

然の恐ろしさ・ パワフルさを体感的に解説」できる株

式会社ノヴァエネルギーをアド
‘

パイザー・評価者とし

て迎えた ． これにより学生を新しい着想・発想・構想
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へと誘うとともに， 専門や立場が異なる者の考え方 ，

情報の伝え方を理解で、きる教育・実習フ。ログラムを展

開した．

実際に河川を利用するため ， 事故・損害賠償などが

発生しないための各種通過試験（開発品の耐久性試験

＆強度試験 ， 安全講習確認試験， 匡｜土交通省熊本河川

国道事務所の承認審査）なども設けることで，「構想、か

ら実践までを仕上げる力を養成jできるように工夫し

た ．

図1：学生に示した謀題概要の図

3. プロジェクト実施の詳細

プロジェクト実施の目的を実行するため， 下記の全

15回のプログラム（13～ 15回は「まとめ」としての

プレゼンテーション） を実施した ． これまで、の機械 、ン

ステム工学科のフ。ロジェク卜実習では， 学科として学

ぶ知識を活用するとしづ課題が主で、あった． しかし ，

本プログラムは機械工学系以外のアドバイザーを迎え ，

専門や立場が異なる者の考え方， 情報の伝え方を理解

できるようになること ， 実際の河川を競技フィ ーノレド

とすることで ， 作りたいものを発案し， 具現化するだ

けではなく， 実際の設計・ 製作においてはさまざまな

レギュレーションが存在することを体感できる実践的

なものづくりプログラムとなっている．

第1回：課題公開と概要説明 ロープで係留する浮

体型または水没型発電システムを設計・開発し， 一級

河川・白川において発電量を競うこと（図1）， 発電機

と係留ロープ （発電量モニタリング用ケー ブル含む）

は貸与するが ， それ以外（僅体、 増速機、 水車・スク

リューなど）は自由な発想、で設計・開発してよいこと，








